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 気象庁気候情報課では 3 か月予報、暖・
寒候期予報の支援を目的として、大気・
海洋結合モデルを用いた季節アンサンブ
ル 予 報 シ ス テ ム JMA/MRI-CPS2
（Takaya et al. 2018、以下 CPS2）を現業













































































































再解析 JRA-55（Kobayashi et al. 2015）、
下部境界として気象庁の現業で使用して
いる海面水温解析値 MGD-SST（栗原ほ



















は JRA-55 に対する月平均 QBO 指数の
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図 4 QBO 西風位相の合成図と QBO
東風位相の合成図との差（西－東）の高
度－緯度断面図。陰影は東西平均東西風
[m/s]、矢印は EP フラックス[m2/s2]、
等値線は EP フラックス発散・収束
[m/s2]。実線は正（発散）、破線は負（収
束）。左図はテスト、右図は JRA-55。 
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